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秋の深まりとともに、研究会を迎えます。この頃は、誠に当を得た時期であり、少し大袈

裟にいえば、日本人の生活文化史から編み出された素晴らしい知慧のーっといえましょう。

木々や草花が芽生え、暖かいのどかな春の季節には、人々はゆったりとした気分の中で、何

か新しい希望や期待が沸き起こります。ぎらぎらと燃え盛る太陽、夏はいやが上にも肉体的躍
エネルギー

動が促され、刺激された気分は、積極的外向的な勢いと興奮を覚え、青春時代の力を感じま

す。そして実りの秋、収穫の秋には、それまで継続された諸々の営みの成果が具現化する時で、

成果は科学時代の今日でも、人為的努力精進だけではなく、人力の遥かに及ばない自然、の時に

従い、自然の恩恵に依るところが大きく、人々はその成果に一喜一憂します。爽やかな涼しい

秋風の中で聞く虫の音に、淋しさと愁いを覚え、人々は改めて自己の内面を見直し、夏の喧騒

から落ち着きを取り戻します。冬は又新しい期待と意欲を蓄積する準備の時期ともいえましょう。

きて、あまりにもかまびすしい今日、人々の生活は、昼と夜の逆転はもとより、こうした素

晴らしい日本独自の四季の色どりによって引き起こされる様々な情緒を、じっくりと味わい感

じ取る習慣・風潮が希薄になり、それに変わって、現実的・即物的・人工的・画一的生活パター

ンに陥り、豊かで便利な今の社会にあって、物質に対応する程、精神は豊かになっていません。

我々が目標としている保育の課題は、先の中教審答申の“生きる力の育成”と連動していま

す。「生きる力」とは、単に生きるための力でもなく、また自分勝手に好きなように生きる力で

もなく、人間として、国際的社会人として「共生・調和して生きる力」に他なりません。従っ

て、「生きる力」とは、技術・方法論の獲得ではなく、生きる知慧の育成であります。一人ひと

りの個人的な資質や能力を育てるだけなく、他人が属する共同体から与えられる諸々の価値

「正義・勇気・気概・共感・協力・連帯・犠牲」といった事柄を、一人にひとりが遊びの中で

悟り、身につけることです。更に、物語やお話を通じ、過去の人々の知恵や生き方を想像する

力を、育てることも大切です。

教育改革は、結局人造りであり、人材にかかっています。性急な時代の波に呑まれず、物事

を大きく全体を捉え、歴史に学び、柔軟でバランス感覚の優れた人材が求められます。もうそ

ろそろ社会を席巻している効率・合理・市場主義的喧騒から一歩退いて、静かな秋に実る自然、

と一体となった収穫の成果（四季の知慧〉に学ぶ時です。子供一人ひとりが育って行く流れ、

そのリ高は、その子独自の歩みに任せ、自愛の心で見守るという人々の発想と支えが、豊かな保

育の成立に不可欠です。今、教育・保育本来の時を見直し取り戻す時代と考えます。
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II -3でその例を述べていった。

(1）の「リレーの遊び」では、興味を同じ くして「リレーの遊びJを楽しみ、後半は自分た

ちのこれまでの遊び方ではなく、コウへイたちがよくしている「障害物競争J的な遊び方を

受け入れ興味をもって楽しんだことによって、親しみを深め友達を広げていっている。

また、（2）の「おばけやしき」の遊びでは、たまたま保育室が薄暗くなったことからの発想

であったが、「去年のつきさんjの「おばけやしき」みたいにしたいという気持ちをもとに、

「ひとりではできない・友達の力が必要j と感じて、「（誰かわたしと一緒に券を作って）券

売りの人になって」と友達に呼びかけている。

(3）の「サラダパーティ」の活動の中では、 5月にみんなで植えた野菜の生長を見守り水や

りのお世話をしていき、きっかけがあるごとに共通の話題としていく中で、 “自分たちの

きゅうり・トマト”という愛着を深め、またその思いをみんなで共有していったように思う。

そして、きゅうりやトマトが実ってくると、うれしいという気持ちと共に「どうしょうか」

という思いが、テルミはじめいろいろな子にみられてくる。そして、一緒に野菜を植え生長

を見守ってきたほし組と一緒に話し合いをもっ中で、「幼稚園のみんなで 『サラダパーティ』

をしよう」という思いを強くしていっている。この思いは、具体的に自分たちで『招待状』

や『サラダ券』や飾りをつくったり、サラダの材料を家から持ってきたりすることによって、

互いに触発し合い、みんなで共有していったものと思われる。

そんな中で、 7月11日のテルミは、園で作り始めた輪飾りを家でも続けてかなり長いもの

として、『サラダ、パーティ』の会場となる遊戯室に飾りつけていくなど、精一杯自分の力をだ

しきって、充実感をもったようであった。このときも、また『サラダパーティ』の当日も、

みんなと共有する課題に自分の力を出し切って向かっていったように思う。それが『サラダ

ノ4ーティ』が終わった後の「おもしろかった！」という端的な言葉に表されたように思う。

N.今後の課題

6月25日の「おばけやしき」の遊びについて子供たちに話を聞いている時、あまりこわく

なかった、何とかしたいなあという気持ちでテルミが「去年のつきさんたちは窓に紙を貼っ

てたよJと言う。それに対して、保育者は「去年のつきさんのまねをしなくても、今のつき

さんのやり方でし、し、んだよ」と答えている。保育者は、自分たちで自信をもち、自分たちの

やり方をみつけて欲しいという願いをもってそう言ったのだが、その時のテルミや周囲の子

供たちの気持ちには添わなかったようであった。そのままテルミは黙り込んでしまう。

代わりにカスミが、テルミの代弁をするように「でもね、せんせい、私たち何かまねしな

いと、（ほかの組の人達をこわがらせるぐらいの「おばけやしきJが〉できないもの」と保育

者を説得するように言った。

この場面だけでなく振り返ってみると、具体的ないろいろな場面でその子のその時の思い

を読みとり、柔軟性のある環境の構成にさらに努めていかなければならないと感じる。今後

努力していきたい。
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